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公益財団法人名勝依水園・寧楽美術館 

平成３０年度事業報告 

 
１．公益目的事業の状況 
（１）入園者数について 

庭園事業および美術館事業の最近３年間の入園者数および入園料売上は以下の表の通り

である。また最近１０年間の日本人、外国人別年間入園者数は図の通りである。 
 

 
最近３年間の入園者数と入園料売上 

 
 

    
平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

対前年度 

比 

入
園
者
数
（人
） 

一般 

(@900) 
46,314 51,026 57,859 113  ％ 

大学生 

(@810) 
2,479 2,875 3,216 112  ％ 

中・高生 

(@500) 
2,171 2,326 2,411 104  ％ 

小学生 

(@300) 
925 1,168 1,251 107  ％ 

特別 

(@500) 
1,146 1,275 1,466 115  ％ 

団体 

(@810) 
3,460 4,525 4,558 101  ％ 

合計 56,495 63,195 70,761 112  ％ 

外国人 

（内数） 
30,232 36,288 39,894 110  ％ 

入園料売上 

（円） 
47,658,550 53,462,140 59,707,900 112  ％ 
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平成３０年度の入園者数合計は、前年度比で１１２％と増加した。（上期は前年同期比１

０２％であったのが、下期で大きく増加。）。そのうち外国人は前年度比１１０％と、全体

ののびをやや下回り、日本人が、前年度比１１５％と、この１０年間で最大ののびとなっ

た。 
この結果、最近１０年間の日本人、外国人別入園者数のグラフに示されるとおり、平成

２８年度より、外国人が日本人を上回り始めたが、今年度の外国人の比率は前年度の５７％

から５６％へとやや縮小した。 
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月別入園者数を、外国人、日本人に分けてグラフにすると上図の通りである。 
年間では外国人が日本人を上回っている（上述の通り外国人が５６％）が、紅葉シーズ

ンの１１月は大きく、また１２月、と２月は、やや少し日本人が上回っている。 
 

 
日本人の月別入園者数の H29 年度と H30 年度をグラフにすると上図の通りである。 
上期は H30 年度と H29 はほぼ同じであるが、下期は３月を除き各月とも、H30 年度が、

H29 年度を上回っている。１０、１１月は興福寺中金堂の再建の影響が考えられ、そうで

あれば一時的なこととなる。２月は後述の「依水園のひなまつり」を初めて開催したため

である。 
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入園料売り上げも入園者数に準じて前年度比１１２％となった。 
（２）美術館の展示について 
美術館は、以下の企画展および特別展示他を、実施した。 
①企画展 
上期 
・平成３０年２９年４月 １日（日）～平成３０年９月１０日（月） 
テーマ：開園 60 周年記念「依水園主人 關藤次郎の軌跡」 

依水園の財団法人としての一般公開開始から本年は 60 年を迎えた。これを記

念して、明治時代に現在の依水園を作り上げた關 藤次郎の功績を紹介するはじ

めての回顧展を開催した。 
關 藤次郎(1864-1931)は奈良市下御門町で代々麻織物や呉服を扱う商家に生

まれ、のちに実業家として活躍した。一方、幼少より和歌・漢詩に親しみ、さ

らに茶道・絵画へと数寄の世界を極めた。明治 30 年代からは別邸として水門町

に庭園・建物を次々に増築、依水園と命名して多くの文化人との交流の場とし

た。翁の高い見識と奈良古物への思慕から生み出された好み道具の数々、そし

て近代奈良の文化が凝縮された当時の依水園の様相を振り返った。 
なおこの展示に關 藤次郎の縁者の知人の子供の静岡市美術館の学芸員（当時、

現在静嘉堂文庫勤務）が来園され、これが、藤次郎が孫娘に贈った曲水の宴の

ひな人形他が当財団に寄贈されることにつながった。 
・特別陳列 

・平成３０年４月１日（日）～４月１４日（土） 
重要文化財 「亦復一楽帖」第十図「観古寶剣」（かんこほうけん） 
田能村竹田（たのむらちくでん）筆） 

   下期 
    ・平成３０年１０月１日（日）～平成３１年２月２４日（日） 
     テーマ：高麗青磁翡色と技法・李朝の粉青沙器 
        高麗王朝建国から 1100 周年を迎える 2018 年を記念し、翡色と、細やか

な象嵌の技法を施した文様に焦点をあて、茶碗をはじめとする高麗青磁を 

また次の変遷として李朝王朝(1392－1910)に栄えた粉青沙器への技法を紹

介した。 
本展は、大阪市立東洋陶磁美術館で開催の特別展示「高麗青磁–ヒスイの

きらめき」(平成 30 年 9 月 1 日(土)～11 月 25 日(日)、大和文華館で開催の

特別展 「建国 1100 年 高麗－金属工芸の輝きと信仰－」（平成 30 年 10 月

6 日(土)～11 月 11 日(日)、と特別連携して三館連携の展示として開催し、

連携美術館の入場券持参者への入園料の割引を行った。 
・特別陳列 
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・平成３０年１１月１日（木）～１１月１４日（水） 
重要文化財 「亦復一楽帖」第十一図「蘭竹」（らんちく） 
田能村竹田（たのむらちくでん）筆） 

②依水園開園記念日特別展示 
  昨年同様の内容を以下の通り展示した。 
 日時：平成３０年６月１日 
場所：美術館の軒下外廊下 
展示内容：依水園の歴史、関わってきた人たちの写真のパネル 

③亦復一楽帖の修復 
    台地の糊剥がれが数か所見られたので文化庁に問合せ、その指示により株式会社 

文化財保存に依頼して、１０月に修復し、結果を奈良県に報告した。同時に、帙や

包裂シミが見られたので、これらを新調した。 
④収蔵品の貸し出し 

収蔵品の他美術館への貸出に関しては、今年度は、前述の三館連携の展示の大

阪市立東洋陶磁美術館で開催の特別展示「高麗青磁–ヒスイのきらめき」(平成 30
年 9 月 1 日(土)～11 月 25 日(日)、に高麗青磁と 1910～1930 年代以前の陶磁器

12 件（14 点）の貸出を行った。 
⑤「依水園のひなまつり」の開催 
  前述の通り、依水園の前所有者である關 藤次郎が孫娘の初節句に贈った「曲水の

宴」の平飾りひな人形をはじめとして、稚児雛、市松人形等が藤次郎の縁者より当

財団に寄贈された。これらを、「依水園のひなまつり」と題して平成３１年 2 月４日

（月）より３月３日（日）まで依水園母屋の立礼の間と藤の間で公開展示した。（ひ

なまつりのみの観覧料４００円、通常入園者は追加料金２００円で観覧可）。 
  記念講演会「おひなさまと人形文化」（講師 林直輝氏（日本人形文化研究所長）） 

を２／１６（土）に開催した。この展示用に美術館グッズとして、ひな人形の絵葉

書、クリアファイル、マスキングテープを用意した。プレスリリース前の平成 30 年

12 月 26 日朝日新聞東京、大阪本社版夕刊に、曲水の宴のひな人形が発見されたニュ

ースとして大きく掲載されたこと、プレスリリース後は、NHK の奈良ローカル放送

や新聞各紙の関西版、奈良版への掲載、全国放送の NHK 教育日曜美術館のアートシ

ーン（展覧会情報）での紹介もあり、特に会期の後半に多くの観覧者を集め、京都

在住の人間国宝、桐塑人形作家の林 駒夫氏も観覧された。 
入場者数は以下の通り。 
ひなまつりのみの入場者  大人 ９１２名、高校生等 １１０名 

  通常入園者の入場者     １，３３７名（昨年の同一時期と比較した入園 
者数の増とほぼ同じ） 

  合計            ２，３５９名（６４３，２００円）（９８人／日） 
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  ひなまつりグッズ売上合計  ３１５，１５０円  
 なお来年度以降も人形の傷み具合で頻度を勘案しながら本展示を継続する予定で

ある。 
（３）広報宣伝、営業企画活動等について 
  ①開園記念日 

６月１日の開園記念日を割引料金とする企画を今年度も実施した。また昨年度に続

き、この日に当財団敷地内茶室の三秀亭で中谷 美風煎茶美風流四世家元が煎茶席を

開き、入園客に煎茶道を体験して頂くイベントを企画した。 
②プレスリリース 
美術館企画展、依水園開園記念日に関してプレスリリースを実施した。 

③リーフレット作成 
企画展に関してリーフレット（A４両面）を作成し市内観光案内所、ホテル等に配布

を依頼した。 
④ガイドブックの発行 
  数年来、発行を計画していた依水園のガイドブックを「依水園庭園と寧楽美術館

の名品（Isuen Garden and the Neiraku Museum of Art）」として開園記念日にあわ

せて発行した。（全６４ページ、制作 株式会社福本事務所、翻訳 人文社会科学翻

訳センター、定価 1,000 円、初版 3,000 部発行。）来園の記念としての購入を想定し

て、依水園内でのみ販売している。 
   
  ⑤ホームページ 

ホームページの８年間の月別訪問数は、以下のグラフの通りである。 
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平成２６年１０月に、英語対応、スマートフォン対応を目的としてホームページの

改訂を行って以降、アクセス数は大幅に増加してきたが、今年度は、年間合計１３５，

０３１件のアクセスとなり、前年度比９３％と、改訂以来初めて減少した。ただし減

少したのは主に上期であって、下期はほぼ前年度なみであり、特に２月は、依水園の

ひなまつり展開催のため、昨年度の１３１％となった。入園者数が上期はほぼ横ばい

であったのが、下期に大きく伸びたことと、相関しているといえる。 
ホームページの花だよりの更新は３６回（前年度４４回）、また合計９１枚（前年度

１１５枚）の写真更新を行った。 
⑥トリップアドバイザー（https://www.tripadvisor.jp） 
４年連続で、平成３０年５月に世界最大の旅行サイト「トリップアドバイザー」の

「エクセレンス認証 2018(Certificate of Excellence）」を受賞した（星４つ半で昨年と

同じ）。その証明書は、掲示板に掲示している。 
平成３１年５月２４日現在で、旅行客のコメントでの評価は、４６１件中とても良

い２８７、良い１１３、普通５２、悪い８、とても悪い１、で平均４．５であり、あ

いかわらず例年とほとんど変化はない。 
奈良の観光地での順位は、奈良公園、東大寺、春日大社、奈良国立博物館、東大寺

https://www.tripadvisor.jp/
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二月堂、唐招提寺、に次ぐ７位（昨年６月は６位。依水園より上位に春日大社、奈良

国立博物館が入った。1 位が東大寺でなく、奈良公園になった。）。コメント累計の言語

別は英語２６１，日本語８５，中国語（簡）６３、中国語（繁）６１、フランス語２

９、スペイン語２１，イタリア語２０、他４３（ポルトガル語、ドイツ語、ロシア語

等）で、比率は変わらず。 
⑦「ジャーナル・オブ・ジャパニーズ・ガーデン」のランキング 
米国の日本庭園専門誌「ジャーナル・オブ・ジャパニーズ・ガーデン」の２０１８

年の国内日本庭園ランキングは、１８位とさらに後退した。２０１０年より、４１位、

４０位、２０位、２０位、６位、８位、７位、であったが２０１７年は１４位に後退

した。なお足立美術館は１６年連続１位である。 
⑧「奈良工芸の粋」展（奈良新聞社主催）への展示会場の提供 
 奈良を代表する伝統工芸の各界の匠の作品の展示、即売を行う「奈良工芸の粋」展

の第３回の展示が、３月７日（木）から３月１１日（月）まで開催され、これに昨年

の第２回に引き続き開催会場を有償で提供した。当財団としては、奈良工芸の発展を

支援することも目的としている。 
展覧会への入場者は昨年第２回の 1,278 人（うち招待客 365 人）とほぼ同じ 1,275

人（うち招待客 853 人）。奈良の工芸を紹介する場として定着してきているとともに、

依水園を紹介する場としても機能しており、今後も継続して場所を提供の見込みであ

る。 
⑨その他 

昨年に引き続き、珠光茶会 開催期間中の２月６日（水）から２月１０日(日)まで、

通常は非公開の清秀庵・氷心亭の茶室見学会を実施した。（今年は「依水園のひなま

つり」の入場含め３，０００円。（従来２，５００円）解説および入園、入館、お抹

茶、お菓子付き）。参加人数は５日間で６０人。 
（４）庭園整備について 

平成１５年度から実施されてきた国庫補助事業としての庭園整備事業は平成２８年度

で終了し、平成２９年度以降は当面実施されない。 
入園者数の増加とともに園路を初めとする庭園の傷みは、増加しつつある。平成３０

年度は、日常的な庭園の維持に加えて、雨落溝整備、手すり取り付け、結界設置、石張

り補修、園路補修、竹垣やり替え、杉切り下げ、高生垣整備、藤棚塗装やり替え、南天

植栽等を行ったため、昨年度の 20,178 千円よりは減少したが、16,583 千円を要した。 
平成２７年度より１４年間で９５００万円を積み立てる予定の庭園整備特別準備預金

については、平成２７年度は、５００万円、平成２８年度は、８００万円、平成２９年

度は、５００万円を積立済みであり、平成３０年度は、７５０万円を積み立てた。（計画

１，０００万円積立）今後は、三秀亭、柳生堂の屋根葺き替えの補助金事業申請を平成

３１年度に行う予定である。 
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（５）文化活動について 
①依水園文化講演会 
・第１９回 平成３０年４月２１日 (土） 

「依水園と翠門翁」 
講師 岡本彰夫氏（奈良県立大学客員教授／宇賀志屋文庫庫長） 

・第２０回 平成３０年１２月１５日 (土） 
  「高麗青磁の世界」 

講演「寧楽美術館の高麗青磁」 
講師 鄭 銀珍（ジョンウンジン）（大阪市立東洋陶磁美術館学芸員） 

鼎談 「高麗青磁の鑑賞と研究」 
伊藤 郁太郎（（大阪市立東洋陶磁美術館名誉館長） 
渡辺 弓雄（名勝依水園・寧楽美術館理事） 
鄭 銀珍（大阪市立東洋陶磁美術館学芸員） 

を、開催した。                    
②庭園大研究会 

  当財団主催の事業として１３年目を迎えた、庭師育成の「庭園大研究会」は講師牧

岡一生氏（庭舎 MAKIOKA 代表）の講義、実習とお茶の実習による月例の講習会を約２

０名の受講者を対象に継続開催中である。 
 
 
 
 
 
 
（２）収益事業の状況 

収益事業のうち飲食事業の今期の売上は１３，０９２千円で、前期の１２，４４６

千円の１０５％となり、入園者の前年度比１１２％と比べると１／２の増加にとどまっ

た。従来は日本人入園者が、全体入園者ほど増加しないことが主な原因と考えられたが、

今年度は日本人が前年同期比１１５％と増加しているにもかかわらずそれほどは増加し

ていない。抹茶の売り上げが前年度より２３％増加しているにもかかわらず、食事の売

り上げが８％減少していることが大きな要因であり、これは依水園外での食事施設の整

備が進んでいることが原因と考えられる。 
平成３０年度の飲食事業の売上、費用、損益はそれぞれ以下の通りであった。 
収益（含む雑収益）１３，０９２千円（前年度１２，４５０千円）前年度比 １０５％ 
費用       １２，２６０千円（前年度１２，７１１千円）前園度比  ９６％ 
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損益          ８３２千円（前年度  －２６０千円）前年度比 － 
費用減の原因は、平成２９年度には、三秀亭内工事を行ったことによる。 
物販事業は、ガイドブックの出版一時費用増等から、収益 １，０７８千円、費用１，

７０５千円で損益６２７千円の赤字となった。 
  不動産事業は、今年度から貸家４軒がすべて空き家となり、収入は館舎分家賃と保険

金（土塀崩壊）のみである、従って減価償却費、固定資産税等がほぼそのまま赤字とな

り、損益は１，４０７千円の赤字となった。空き家となった貸家およびその敷地の活用

方法について、継続検討中であり、今年度は特に具体化はされなかった。 
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（３）庶務事項 
１．組織・人員等 

  １）主要事項 
    なし 
  ２）人員（平成３１年３月３１日 現在） 
     理事     ６名（うち常勤２名） 
     監事     ２名（非常勤） 
     評議員    ６名（非常勤） 
     職員    ２４名 

２．役員会 
１）評議員会 

定時評議員会（平成３０年６月２０日 依水園会議室） 
     議題 ・平成２９年度決算案承認 
        ・役員（理事）選定 
        ・定款および報酬規程の変更 
        ・平成２９年度事業報告 
２）理事会 

第１回理事会（平成３０年６月４日 依水園会議室） 
      議題 ・平成２９年度事業報告および決算報告 
         ・評議員会の招集 
         ・役員（理事）候補選定 
         ・定款および報酬規程の変更 
         ・副館長制定 
         ・特定資産取扱規程制定 
         ・特定資産「美術館開館 55 周年準備預金」保有 
         ・新耕産業株式譲渡 
         ・代表理事及び業務執行理事の職務執行状況の報告 

第２回理事会（平成３０年６月２０日 依水園会議室） 
・代表理事、業務執行理事、副館長選定 

     第３回理事会（平成３１年２月２５日 依水園会議室） 
      議題 ・平成３１年度事業計画書案および収支予算書案並びに資金調達およ

び重要な設備投資の見込み 

・代表理事及び業務執行理事の職務執行状況の報告 

                                     以上 


